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　１９７０年、イタリアの名優ソフィア・ローレンとマルチェロ・マストヤ

ンニ主演の映画「ひまわり」が上映されました。第２次世界大戦で引き裂か

れた夫婦の悲しい結末を描いた映画ですが、冷戦期のソ連で初めてロケを許

された西側諸国の映画でもあります。ソ連戦線に出征し戦後も戻らぬ夫を探

しに異国の地を単身で尋ねまわる妻。イタリア軍が戦闘に参加していたウク

ライナの地で目にしたのは地平線まで拡がる美しいひまわり畑。ひまわり畑

の下には、多くの兵士たちが眠っていると言われています。そして、ついに

妻は夫を探し出すことができるのですが・・・。

　当時、私は高校生でしたが、スクリーン一杯に拡がるひまわり畑の美しい

映像、ヘンリー・マンシーニの主題曲のメロディーは今でも鮮明に覚えてい

ます。

　２月２４日のロシア軍の侵攻によりウクライナの地は再び戦場となりまし

た。多くの人々が殺され、傷つけられ、そして、住宅・学校・教会等美しい

街並みや豊かな自然は、破壊され続けています。美しいひまわり畑も戦車で

踏みにじられているかもしれません。

　戦争は最大の人権侵害です。一刻も早く戦争が終結し、ウクライナに再び

平和が訪れることを願ってやみません。

　皆さま、どうぞご自愛下さい。
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※当ビル地下２階に、無料駐車場（２台分）有り。他、近隣に有料パーキング有り

地下鉄東山線伏見駅１番出口徒歩３分

地下鉄ご利用の方は、東山線・鶴舞線伏見駅北改札口を出て、１番出口をご利用下さい。

なお、平日7：30から23：00までは、地下鉄東山線栄方面藤が丘行きホームの東改札口から

伏見地下街を通り、Ｃ出口を出ていただければ、豊島ビル前に出ることができます。

最寄駅

誠に勝手ながら、８月１２日(金)、８月１５日(月)を夏期休暇とさせていただきます。

８月１６日(火)より業務を開始いたします。

なお、当面の間は感染症対策のため、１０時から１７時に時間を短縮させて頂いております。

ご不便をおかけしますが、何卒ご了承下さい。

事務所からのお知らせ

　皆さま、暑中お見舞い申し上げます。いかがお過ごしでしょうか。

　堅い話題で恐縮ですが、先頃、在外国民に最高裁判所裁判官の国民審査権が認められていないの

は違憲である、との最高裁判決がありました。同判決によると、最高裁が最終審の違憲法令審査権

を有することに鑑み、国民審査権は、選挙権と同様、国民主権に基づき国民に等しく保証されるも

ので、やむを得ない事由がない限りこれを制限できない。国政選挙では在外選挙制度が既に複数回

実施されているから、国民審査権の在外行使を制限する、やむを得ない事由があるとは言えないと

しました。至極当然の判断のようですが、国民審査権と選挙権とを同じ土俵に立つとするもので、

最高裁の矜持が感じられます。

副所長弁護士 花村淑郁

　暑中お見舞い申し上げます。

　暑い日が続きますが、夏の夕

方には、ふと、学生の頃ニュー

ヨークに旅行に行って野外劇場

でシェイクスピアの「テンペス

ト」を見たことを思い出します。

　ご存知の方も多いかと思いま

すが、テンペストの主人公プロ

スペローは、自分を追い落とした弟アントニオに、魔法を使

って復讐しようとしますが、最後には赦し、プロスペローの

娘は王子と結婚、ハッピーエンドを迎える話。暑さも和らい

だ屋外で、魔法と妖精の物語を見ているとなんだか夢見心地

になりました。

　ところが、名古屋の蒸し暑い夕方では、夢見心地というよ

り意識朦朧、プロスペローの復讐も終わらないのでは…など

と思う次第です。

　皆さまどうぞご自愛ください。

　暑くなってきましたが、皆様

いかがお過ごしでしょうか？

　改めまして、今年の４月に再

入所しました築山と申します。

よろしくお願いいたします。

　先日、初めてのグランピング

に行ってきました。キャンプ経

験は、幼少期のボーイスカウト

で一応あるのですが、ロープ結びが大の苦手で、全体的に消

極的な活動姿勢でしたので、アウトドアは未経験に等しい状

況でした。

　そこでテレビで紹介されていた、調理器具や調味料まで揃

えられた山梨県にあるグランピング施設に行ってきました。

杉の葉や小枝を拾って、自分で火を起こし、それで飯盒炊飯

をし、朝は早くから鳥の大合唱で目を覚ましました。大自然

の中、非日常を味わい、心身共にリフレッシュができました。

　今年の後半も、フレッシュな気持ちで事件対応に当たらせ

ていただきます！

弁護士 弁護士中井志帆 築山健一


